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[30] 平成 23 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「共同研究」, 「地磁気と北海道-陸別 HF レーダーデータを用いた 磁

力線共鳴振動モード遷移の観測」, (定まった配分額なし(10 万円程度)). 
 
[31] 平成 23 年度 国立極地研究所共同研究, 「地磁気と SuperDARN データによる磁力線共鳴振動同時観測手法の開発研

究」, 60,000 円. 
 
[32] 平成 22 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「地上ネットワーク観測大型共同研究」, 「磁力線共鳴振動高調波と 1/4

波長モード波観測のための新しい地磁気観測網の構築に向けた予備観測研究」,730,000 円. 
 
 
５．その他の学外研究助成金（研究分担者） 
[1] 令和 2 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「シューマン共鳴多点観測による雷活動・電離圏変の

調査 シューマン共鳴多点観測による雷活動・電離圏変の調査」. 
 

[2] 平成 25-26 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所所内データベース作成共同研究, 「STEL 地磁気データベースのア
ーカイブ」 

 
 
 
６．学内の競争的研究助成金（研究代表者） 
[1] 2017-2018 年度エレクトロニクス基礎研究所「特定共同研究費」, 「地磁気データのリアルタイム送受信システムの開

発」, 2,500,000 円 (2017), 2,500,000 円 (2018). 
 
[2] 2011 年度スタートアップ研究費, 配分額：1,449,000 円. 
 
 
７．学内の競争的研究助成金（研究分担者） 
[1] 2019 年度エレクトロニクス基礎研究所「共同研究推進費」, 「宇宙・銀河系・太陽系の形成から探る階層構造の研究」, 

350,000 円. 
 
[2] 2016 年度エレクトロニクス基礎研究所「共同研究推進費」, 「天文学的スケールから量子論的スケールにおける電磁

気現象の研究」, 980,000 円. 
 
 
 F その他  
１． 所属学協会およびその活動 
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所属学協会 
[1] 2002 年-現在 地球電磁気・地球惑星圏学会 

 
[2] 2009 年-現在 日本地球科学連合 

 
[3] 2001 年-現在 American Geophysical Union 
 
 
学会役員等 
[1] 2023 年 10 月 - 現在  International Association of Geomagnetism and Aeronomy (IAGA) Division III – 

Magnetospheric Phenomena, Working Group ULF wave Co-Chair. 
 

[2] 2021 年 5 月-現在 日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会プラズマ波動（H）小委員会委員 
 

[3] 2018 年 4 月-2020 年 9 月 日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会プラズマ波動（H）小委員会委員 
 

[4] 2013 年 4 月-2015 年 3 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 27 期運営委員 
 

[5] 2011 年 4 月-2013 年 3 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 26 期運営委員 
 

[6] 2011 年 4 月-2013 年 3 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 アウトリーチ部会員 
 

[7] 2020 年 5 月-現在 地球電磁気・地球惑星圏学会 ダイバーシティ推進ワーキンググループ 
 

[8] 2011 年 4 月-2020 年 5 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 男女共同参画提言ワーキンググループ 
 
 
２．研究会等の企画・開催 
[1] R5 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」2024 年 2 月 5 日, 

九州大学西新プラザ, 福岡. 
 

[2] R4 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」2022 年 9 月 22, 
名古屋大学, 名古屋 (+ Zoom hybrid). 
 

[3] 大阪電気通信大学エレクトロニクス基礎研究所ワークショップ「あらせ衛星が拓く宇宙プラズマ研究」, 2019 年 3 月
30 日, 大阪電気通信大学, 大阪. 

 
[4] H30 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「プラズマ圏の観測とモデリング」, 2019 年 3 月 30 日, 大阪電気

通信大学, 大阪. 
 
[5] H29 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「プラズマ圏の観測とモデリング」・「ジオスペースにおけるプラズ

マ波動研究集会」合同研究集会, 2018 年 3 月 26-28 日, 名古屋大学宇宙地球環境研究所, 名古屋. 
 
[6] H28 年度名大宇宙地球環境研究所研究集会「プラズマ圏の観測とモデリング」2017 年 3 月 6 日-7 日, 大阪電気通信

大学. 
 
[7] 大阪電気通信大学エレクトロニクス基礎研究所ワークショップ, 「プラズマ圏の観測と予測モデルの構築」, 2015 年

12 月 22-23 日, 大阪電気通信大学. 
 

 


